
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
参
加
報
告 

八
月
二
十
四(

金)

、
二
十
五
日(

土)

の
両

日
、
栃
木
県
茂
木
町
で
開
催
さ
れ
た
第
十

三
回
全
国
棚
田(

千
枚
田)

サ
ミ
ッ
ト
に

四
谷
の
千
枚
田
か
ら
三
十
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。 

■ 

棚
田
現
地
見
学 

入
郷
石
畑
の
棚
田 

地
区
人
口 

百
十
一
名 

三
十
八
戸 

農
家
戸
数 

十
二
戸 

棚
田
の
規
模 

四.

九
㌶ 

百
八
十
七
枚 

特
徴
：
水
田
は
沢
水
を
引
水
、
法
面
が
土

波
で
落
葉
広
葉
樹
の
谷
間
に
比
較
的
緩

い
傾
斜
地
に
あ
る
。 

活
動
内
容
：
平
成
十
二
年
に
「
入
郷
棚
田

保
全
協
議
会
が
組
織
さ
れ
、
県
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
業
「
と
ち
ぎ
夢
大
地
応
援
団
」
、

中
山
間
地
等
直
接
支
払
制
度
な
ど
を
活

用
、
棚
田
保
全
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

平
成
十
四
年
か
ら
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度

を
開
始
。
棚
田
米
で
醸
造
し
た
「
棚
田
の

雫
を
販
売
す
る
な
ど
、
棚
田
の
利
活
用
を

促
進
し
て
い
る
。 

自
然
を
活
用
し
た
ふ
る
さ
と
づ
く
り 

こ
の
地
区
は
集
落
の
荒
廃
が
進
み
、
訪
れ

る
の
は
郵
便
局
員
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
田

畑
も
荒
れ
、
嫁
も
来
な
い
こ
の
里
に
な
ん

と
か
人
を
呼
ぼ
う
と
全
戸
参
加
で
昭
和

六
十
年
に
三
千
本
の
「
ゆ
ず
」
を
植
え
、

平
成
元
年
、
ゆ
ず
の
木
に
実
っ
た
の
を
機

に
「
大
ぼ
ら
吹
き
大
会
」
な
ど
数
々
の
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
、
平
成
五
年
に
は
ゆ
ず
の

木
一
本
一
万
円
の
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て

も
ら
う
「
ゆ
ず
の
里
か
お
り
村
」
を
開
設
、

九
十
八
人
の
村
民
も
今
で
は
九
百
三
十

八
人
、
来
訪
者
は
年
間
二
万
人
を
数
え
、

十
六
戸
の
村
に
六
人
の
嫁
と
一
人
の
婿

が
や
っ
て
き
た
。
こ
の
成
功
の
事
例
か
ら
、

里
に
埋
も
れ
て
い
る
自
然
・
天
然
を
掘
り

起
こ
し
活
用
し
な
が
ら
、
来
訪
者
の
た
め

に
里
を
様
々
な
形
で
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
る
前
進
的
な
姿
が

村
内
、
村
民
か
ら
大
き
く
望
ま
れ
た
。 

国
見
の
棚
田 

地
区
人
口 

三
十
五
名 

十
一
戸 

農
家
戸
数 

七
戸 

棚
田
の
規
模 

二.

二
㌶ 

五
十
枚 

活
動
内
容
：
中
山
間
地
等
直
接
支
払
制
度

な
ど
を
活
用
、
棚
田
保

全
活
動
を
実
施
し
て

い
る
。
平
成
十
六
年
度

か
ら
「
と
ち
ぎ
夢
大
地

応
援
団
」
活
動
事
業
に

取
り
組
み
、
三
十
～
四

十
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
県
内
外
か
ら

受
け
入
れ
、
共
同
で
棚
田
周
辺
の
環
境
美

化
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
美
し
い
棚
田
と

保
全
と
「
鯉
の
ぼ
り
と
棚
田
」
や
「
み
か

ん
の
棚
田
」
の
景
観
を
残
し
な
が
ら
後
世

に
引
き
継
い
で
行
き
た
い
と
頑
張
っ
て

い
る
。 

栃
木
県
で
は
「
残
し
た
い
と
ち
ぎ
の
棚
田

２
１
」
を
認
定
、
棚
田
保
全
に
力
を
入
れ

て
い
る
。 

政
策
提
言 

 
 
 

古
口
達
也
茂
木
町
長 

 

イ
ノ
シ
シ
な
ど
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

の
被
害
が
全
国
的
に
年
々
増
大
す
る
中
、

茨
城
栃
木
県
で
も
深
刻
な
状
況
に
見
舞

わ
れ
て
い
る
。
イ
ノ
シ
シ
対
策
は
市
町
単

独
で
猟
友
会
の
協
力
に
よ
る
捕
獲
や
農

家
自
ら
が
防
護
柵
の
設
置
を
行
な
っ
て

い
る
が
、
予
想
を
は
る
か
に
越
え
る
イ
ノ

シ
シ
の
勢
力
拡
大
に
よ
り
、
被
害
対
策
が

追
い
つ
か
な
い
状
況
で
、
抜
本
的
対
策
が

求
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
中
、
本
年

二
月
に
イ
ノ
シ
シ
被
害
に
悩
み
を
抱
え

て
い
る
十
二
市
町
で
「
茨
城
栃
木
県
境
地

域
鳥
獣
害
防
止
広
域
対
策
協
議
会
」
を
立

ち
上
げ
、
国
庫
補
助
金
で
あ
る
鳥
獣
害
防

止
広
域
対
策
事
業
を
活
用
し
被
害
対
策

に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
。
今
年
度
の
主

な
活
動
計
画
は
①
各
市
町
で
異
な
る
捕

獲
期
間
を
統
一
し
て
広
域
的
な
捕
獲
・
追

払
い
の
推
進
と
新
た
な
捕
獲
方
法
の
実

証
②
区
域
内
の
被
害
状
況
を
把
握
す
る

た
め
の
情
報
収
集
と
情
報
マ
ッ
プ
の
作

成
③
関
係
住
民
へ
の
研
修
会
や
啓
発
活

動
の
三
点
を
中
心
に
進
め
て
い
る
。 

し
か
し
、
被
害
の
根
幹
は
、
山
村
の
過
疎

化
、
高
齢
化
に
よ
る
森
林
の
荒
廃
が
も
た

ら
す
獣
と
人
間
の
住
み
分
け
の
崩
壊
に

あ
る
。
本
サ
ミ
ッ
ト
を
通
じ
「
自
衛
隊
に

よ
る
有
害
鳥
獣
駆
除
」
を
と
大
胆
な
政
策

提
言
が
行
わ
れ
た
。 

当
夜
、
テ
レ
ビ
で
自
民
党
は
「
イ
ノ
シ

シ
対
策
に
自
衛
隊
の
出
動
も
視
野
に
入

れ
て
い
る
」
と
報
道
さ
れ
て
い
た
。 

◇
◇
◇
◇
～
～
～
◇
◇
◇
◇ 

全
国
の
一
千
人
を
超
す
棚
田
関
係
者

が
一
堂
に
会
い
し
、
互
い
に
情
報
を
交
換

し
、
交
流
を
深
め
、
棚
田
保
全
の
意
義
や

必
要
性
を
理
解
、
励
ま
し
あ
え
る
サ
ミ
ッ

ト
へ
の
参
加
は
「
四
谷
の
千
枚
田
」
を
柱

に
地
域
の
さ
ら
な
る
持
続
活
性
化
に
つ

な
げ
る
大
き
な
勉
強
の
場
で
あ
っ
た
こ

と
を
報
告
し
ま
す
。
ま
た
、
参
加
に
つ
い

て
理
解(

助
成)

の
あ
る
市
民
の
皆
さ
ん

に
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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案
山
子
登
場
！ 

 
九
月
五
日(

水)

、
連
谷
小
学
校
児
童
十

名
は
親
子
で
作
っ
た
案
山
子
十
体
を
千

枚
田
の
学
校
田
や
景
観
道
に
立
て
ま
し

た
。
今
日
か
ら
稲
穂
を
食
べ
る
ス
ズ
メ
を

追
払
っ
た
り
田
ん
ぼ
を
荒
ら
す
イ
ノ
シ

シ
の
脅
し
で
大
活
躍
す
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。 

               

稲
刈
り
体
験 

九
月
八
日(

土)

、
「
三
河
の
山
里
ツ
ー
リ

ズ
ム
」
に
応
募
し
た
名
古
屋
市
な
ど
の
十

五
人
が
シ
リ
ー
ス
最
終
の
稲
刈
り
を
体

験
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
「
三
河
の
山

里
活
性
化
事
業
実
行
委
員
会
」
が
都
市
、

山
村
の
交
流
促
進
の
た
め
開
催
、
参
加
者 

 
 

             

は
小
山
舜
二(

ふ
る
さ
と
指
導
員)

の
指

導
で
五
月
に
田
植
え
、
七
月
に
草
取
り
、

そ
し
て
、
こ
の
日
に
稲
刈
り
を
無
事
迎
え
、

稲
の
生
長
の
早
さ
と
、
黄
金
色
に
実
っ
た

稲
に
感
慨
ひ
と
し
お
で
し
た
。
ま
た
、
毎

回
の
昼
ご
は
ん
、
田
舎
料
理
が
大
変
好
評

で
し
た
。 

お
っ
母
さ
ん
あ
り
が
と
う
さ
ま 

中
島
先
生
俺
ん
と
こ
の
棚
田
へ
！ 

九
月
九
日(

日)

、
棚
田
学
会
、
棚
田
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
会
長
さ
ん
、
棚
田
関
係

の
多
く
の
著
書
を
出
版
、
棚
田
の
保
全
の

第
一
人
者
で
あ
る
先
生
が
「
恵
那
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
・
か
え
る
の
ビ
オ
ト
ー
プ
作
り
と

棚
田
見
学
」
の
帰
路
、
サ
ミ
ッ
ト
で
お
な

じ
み
の
相
田
さ
ん
や
木
戸
さ
ん
達
と
訪

れ
ま
し
た
。 

「
先
生
が
来
た
だ
で
、
皆
ん
な
お
い
で

ん
」
と
声
を
掛
け
た
ら
写
真
の
よ
う
に
大

勢
す
っ
飛
ん
で
き
ま
し
た
。 

 

ふ
れ
あ
い
広
場
で
棚
田
米
の
お
に
ぎ

り
を
頬
張
り
な
が
ら
皆
ん
な
で
勝
手
気

ま
ま
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

               

１
０
０
０
年
の
杜
へ
稲
藁
を 

横
浜
ゴ
ム
KK
は
新
入
社
員
研
修
を
四

谷
の
千
枚
田
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動(

ふ

れ
あ
い
広
場
の
環
境
整
備
等)

を
行
う
な

ど
、
地
域
密
着
な
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
横
浜
ゴ
ム
は
国
内
に
お
け
る
環
境
貢

献
活
動
十
位
以
内
に
評
価
さ
れ
た
優
良

企
業
で
あ
る
。
今
回
は
、
CO2
の
削
減
を
図

る
た
め
会
社
敷
地
内
に
１
０
０
０
年
の

杜
を
計
画
、
ド
ン
グ
リ
を
種
蒔
き
か
ら
育

て
る
長
期
的
な
計
画
が
盛
ら
れ
、
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
環
境
貢
献
企
業
を
目
指
し
て

い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
環
境
に
優
し
く

育
て
ら
れ
た
千
枚
田
の
稲
藁
を
ド
ン
グ

リ
の
敷
藁
と
し
て
利
活
用
し
た
い
と
相

談
が
あ
り
ま
し
た
。
戸
々
の
水
田
面
積
が

少
な
く
、
生
産
性
に
欠
け
る
千
枚
田
の
耕

作
者
に
と
っ
て
は
願
っ
て
も
な
い
話
し

で
、
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

掲
示
板 

■
九
月
二
十
六
日(

水)

、
連
谷
小
学
校
学

校
田
の
稲
刈
り
作
業
が
行
わ
れ
ま
す
。
■

九
月
二
十
九
日(

土)

、
み
ん
な
の
奥
三
河

(

シ
リ
ー
ズ)

の
稲
刈
り
体
験
が
田
吾
作

の
田
ん
ぼ
で
行
わ
れ
ま
す
。 

■
十
月
十
日(

水)

、
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
社

(

社
会
貢
献
度
一
位)

一
〇
五
名
が
千
枚

田
の
支
援
活
動
と
し
て
訪
れ
、
ふ
れ
あ
い

広
場
や
周
辺
の
景
観
整
備
、
植
栽
、
藁
撒

き
等
農
作
業
の
お
手
伝
い
が
行
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
昼
食
を
は
さ
ん
で
地
元
住
民

と
の
交
流
会
も
行
わ
れ
ま
す
。 

■
十
月
十
四
日(

日)

、
ふ
る
さ
と
き
ゃ
ら

ば
ん
公
演
「
地
震
カ
ミ
ナ
リ
火
事
オ
ヤ

ジ
」
が
新
城
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
す
。 

保
存
会
後
援
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
観
覧
を 

行 
 

平
成
十
九
年
九
月
十
五
日 

  
 
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文 
 

責 

小 

山 

舜 

二 

棚田ネットワークの皆さんと 


